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ぶつかりあう
各県の代表選手

安八町では岐阜清流国体
バレーボール成年男子の競技が行われました

10月5日　安八町総合体育館にて
岐阜県　対　福岡県
（手前が岐阜県代表）
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教
育
委
員
の
任
命
を
同
意

吉
田
満
郎
教
育
委
員
の
任
期
満
了

に
つ
き
、
後
任
に
石
原
英
一
氏
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

昭
和
43
年
６
月
20
日
生

　

西
結
１
３
１
５
番
地

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置

議
員
提
案
に
よ
り
、
議
会
議
員
全

員
が
参
加
す
る
特
別
委
員
会
を
作
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
議
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
す
。

会
計
決
算
を
承
認

平
成
24
年
第
３
回
定
例
会
は
９

月
11
日
か
ら
25
日
ま
で
の
15
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
は
、
教
育
委
員
の

任
命
同
意
、
平
成
24
年
度
一
般
会

計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
と
条
例
改
正
、
ま
た
平
成

23
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の

決
算
認
定
な
ど
11
議
案
が
提
案
さ

れ
全
会
一
致
で
可
決
。
ま
た
、
土

地
開
発
公
社
の
平
成
23
年
度
決
算

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予

算
、
条
例
改
正
と
決
算
認
定
は
、

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
の

上
、
最
終
日
に
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
最
終
日
に
は
、

議
員
提
案
に
よ
り
、
議
会
改
革
特

別
委
員
会
の
設
置
が
発
案
・
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行

わ
れ
、
５
人
の
議
員
が
「
地
域
防

災
計
画
」「
上
水
道
設
備
」「
原
発

平成24年 第3回

９月11日～25日

定 例 会

支
出
の
総
額
は
82
億
円

会計 歳入（収入） 歳出（支出） 差引額

一般会計 	 59億	7992万円 	 56億	7185万円 	 3億	 807万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 	 16億	 426万円 	 15億	2640万円 7786万円

後期高齢者医療特別会計 	 1億	 563万円 	 1億	 379万円 184万円

水道事業会計 	 1億	6899万円 	 1億	9023万円
（減価償却費を含む） △2124万円

公共下水道事業特別会計 	 7億	6718万円 	 7億	3830万円 2888万円

計 	 86億	2598万円 	 82億	3057万円 	 3億	9541万円

平
成
23
年
度
決
算
認
定

平成23年度決算の概要

石原 英
ひでかず

一 氏

一般会計56.7億円（前年比2.5％増）
特別会計25.6億円（前年比2.0％増）

百万円以下四捨五入

再
稼
働
に
対
す
る
対
応
」「
地
区
防

災
の
推
進
」「
公
契
約
条
例
の
制
定
」

に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。
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3人以上お子さんが生まれた方に、祝い金を授与しました

（役場公室にて）

牧小学校に設置された太陽光発電システム

無人ヘリによる防除作業の様子

平成２３年度　一般・特別会計決算の概要

82 億円はこう使われた

明日を担う人づくり
○子育て支援の充実	 １億２０３７万円

○心豊かな人材育成	 １６２９万円

○学校教育の充実	 ５２６３万円

○生涯学習の充実	 １７８７万円

○体育・スポーツの充実	 １８６４万円

助け合いのまちづくり
〇健康づくりの推進	 ８４９２万円

○社会福祉の充実	 ３億５１７６万円

協働によるまちづくり

明日を開くまちづくり

○コミュニティ施設の整備	 ２７３８万円

○ホームページの更新	 ３６１万円

活力あるまちづくり
○農業の振興	 １億７５２０万円

○商工業の振興	 ５１７０万円

○観光の振興	 ３８３万円

快適に暮らせるまちづくり
○安全・安心な暮らし	 ４６８９万円

〇環境対策の充実	 ６５８１万円

○道路網・交通網の整備	 ８９３８万円

○公共交通機関の整備	 １１９３万円

○上水道の整備	 １４９１万円

○下水道の整備	 ２５２７万円

（主な事業のみ記載しています）
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Ｑ　

安
八
温
泉
の
Ｃ
Ｍ
の
内
容
や

放
送
時
期
は
？

福
祉
課
長　

ラ
ジ
オ
は
９
月
25
日

か
ら
10
月
６
日
ま
で
で
、
テ
レ
ビ

は
50
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
コ

ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
が
当
る
こ
と

も
流
し
ま
す
。

Ｑ　

安
八
温
泉
の
入
場
料
の
有
料

枠
を
広
げ
た
こ
と
で
、
収
入
額
の

補
正
を
行
う
の
か
。

民
生
部
長　

２
カ
月
半
の
休
館
期

間
が
あ
っ
た
の
で
減
収
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
、
入
館
料
が
ど
の
程

度
増
額
す
る
か
を
見
込
む
の
は
難

し
い
で
す
。
オ
ー
プ
ン
後
の
実
績

を
見
て
検
討
し
ま
す
。

Ｑ　

安
八
温
泉
の
新
源
泉
掘
削
の

工
事
請
負
費
に
つ
い
て
、
不
用
額

に
差
が
あ
る
が
特
別
な
積
算
の
方

法
が
あ
る
の
か
。

民
生
部
長　

新
源
泉
掘
削
工
事
に

つ
い
て
は
、
入
札
方
式
で
は
な
く

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
り
、
技

術
的
な
項
目
を
考
慮
し
た
の
で
こ

う
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

入
札
に
つ
い
て
は
競
争
入
札
で

適
正
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
材
で
、

地
元
産
の
割
合
は
？

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

コ
メ
は
、

牧
産
１
０
０
％
。
野
菜
は
県
内

産
40
％
で
、
そ
の
う
ち
安
八
町

産
は
25
％
で
す
。
肉
類
は
県
内

産
20
％
で
す
。
魚
は
県
内
産

15
％
で
す
。

Ｑ　

す
こ
や
か
検
診
の
対
象
者

は
誰
か
？

住
民
環
境
課
長　

後
期
高
齢
者

な
の
で
75
歳
以
上
。
内
容
は
厚

労
省
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、
特

委
員
会
審
査
報
告

民
生
文
教

９
月
13
日 

午
前
10
時
か
ら
開
催

主
な
質
問
と
回
答

リニューアルオープンを目前に控えた安八温泉を視察しました

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
安
八
温
泉
完
成
式
典	
２
４
６
万
７
千
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
償
還
金	
54
万
３
千
円

●
国
民
年
金
免
除
申
請
シ
ス
テ
ム
改
修		



	

15
万
８
千
円

●
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金	

44
万
４
千
円

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事

業
補
助
金	

１
３
６
０
万
円

●
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種		



	

１
０
４
万
円

●
中
学
校
校
舎
外
壁
補
修	

71
万
４
千
円

●
図
書
購
入
寄
付
金	

30
万
円

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決

算
の
認
定

平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

決
算
の
認
定

主
な
審
査
項
目

定
検
診
よ
り
も
高
齢
者
向
け
の

メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
高
齢
者
の
健

康
推
進
を
は
か
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

す
こ
や
か
検
診
の
受
診
率

が
低
い
の
で
は
な
い
か
。

住
民
環
境
課
長　

い
ま
ま
で
に

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
方
も
い

る
の
で
低
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
、

加
入
率
は
？

福
祉
課
長　

会
員
数
３
６
６
０

人
、
加
入
率
は
79
・
４
％
で
、

県
内
で
第
１
位
で
す
。
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A N P A C H I

委 員 会  審 査 報 告

Ｑ　

防
災
会
議
の
開
催
頻
度
は
？

ま
た
、
委
員
の
任
期
は
？

総
務
課
長　

現
在
、
防
災
計
画
の

見
直
し
の
た
め
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
災
害
発
生
が
予
期
さ

れ
る
と
き
に
も
開
催
し
ま
す
。
委

員
の
任
期
は
2
年
で
、
再
任
は
妨

げ
ま
せ
ん
。

Ｑ　

舗
装
道
路
に
傷
み
の
著
し
い

場
所
が
あ
る
。
防
塵
後
、
沈
下
を

待
つ
期
間
が
短
い
の
で
は
な
い
か
。

建
設
課
主
幹　

農
道
は
、
初
年
度

は
砕
石
を
敷
く
ま
で
に
と
ど
め
、

次
年
度
に
舗
装
を
し
ま
す
。

地
区
内
道
路
は
、
防
塵
舗
装
を

し
、
様
子
を
み
て
か
ら
舗
装
し
ま

す
。現

場
や
内
容
に
応
じ
て
施
工
し

ま
す
が
、
オ
ー
ク
ワ
周
辺
の
よ
う

に
す
ぐ
に
舗
装
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
傷
み
が
進
ん
で

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
。

委
員
会
審
査
報
告

総
務
産
建

９
月
18
日 

午
前
10
時
か
ら
開
催

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
地
方
特
例
交
付
金		



	

１
０
４
８
万
５
千
円
減

●
普
通
交
付
税	

８
８
７
５
万
５
千
円

●
臨
時
財
政
対
策
債	

３
５
４
０
万
円

●
地
区
集
会
所
設
置
補
助
金	

１
０
０
万
円

●
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
更
新	

２
９
０
万
円

●
財
政
調
整
基
金
積
立		



	

５
０
１
３
万
１
千
円

●
自
作
農
財
産
管
理
事
務
取
扱
交
付
金		



	

９
千
円

●
飛
騨
美
濃
自
慢
農
産
物
育
成
支
援
事
業

補
助
金	

１
６
５
万
３
千
円

●
効
率
的
乳
用
後
継
牛
確
保
対
策
支
援
事

業
補
助
金	

21
万
円

●
県
単
土
地
改
良
事
業	

３
５
１
０
万
円

●
町
単
土
地
改
良
事
業	

１
８
５
０
万
円

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

平
成
23
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

平
成
23
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

決
算
の
認
定

Ｑ　

無
人
ヘ
リ
の
購
入
価
格
が

大
幅
に
下
が
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

産
業
振
興
課
長
補
佐　

一
昨
年
、

墜
落
で
故
障
し
た
ヘ
リ
を
廃
棄

し
、
新
し
く
購
入
し
た
も
の
で

す
。
保
険
に
加
入
し
て
い
た
の

で
、
購
入
費
用
の
一
部
は
保
険

金
で
支
払
わ
れ
ま
し
た
。
ヘ
リ

そ
の
も
の
の
価
格
は
あ
ま
り
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ　

決
算
を
見
る
と
、
名
木
林

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
地
元
負
担
金
が
支
払
わ

れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
か
？

総
務
部
長　

5
月
の
出
納
閉
鎖

後
に
地
元
負
担
金
が
支
払
わ
れ

た
の
で
、
決
算
書
に
は
記
載
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ　

下
水
道
の
加
入
率
は
？　

ま
た
、
下
水
設
備
の
耐
用
年
数

と
劣
化
の
状
況
は
？

建
設
課
長　

加
入
率
は
77
％
で

す
。
下
水
管
の
耐
用
年
数
は
50

年
で
、
取
り
換
え
が
必
要
な
場

所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
下
水
道
の

加
入
促
進
に
つ
い
て
は
、
区
長

会
等
に
現
在
の
加
入
率
な
ど
の

実
態
を
示
し
、
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

主
な
審
査
項
目

農道整備の予定地を視察しました（中地区）
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特
別
委
員
会
審
査
報
告

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

建
設
促
進

９
月
11
日 
午
後
１
時
15
分
か
ら
開
催

主
な 

審
査
項
目

スマートインターチェンジの完成予想図

（西側から東側を見た様子）

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

Ｑ　

中
地
区
と
の
調
整
は
い
つ
行

う
の
か
。

総
務
部
長　

最
初
に
、
中
地
区
役

員
会
に
て
協
議
し
、
全
体
の
協
議

の
場
も
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
予
定

で
す
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
以
後
Ｉ

Ｃ
）
本
体
の
技
術
的
な
協
議
は
、

ほ
ぼ
終
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
周
辺
の
環
境
整
備
の
話
し
合

い
は
こ
れ
か
ら
始
め
ま
す
。

Ｑ　

さ
ら
に
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て
ほ
し
い
。

総
務
部
長　

今
後
の
予
定
と
し
て

は
9
月
16
日
に
中
地
区
代
表
役
員

と
環
境
整
備
に
つ
い
て
調
整
し
ま

す
。
10
月
中
旬
に
中
地
区
全
体
説

明
会
。
10
月
下
旬
に
地
区
協
議
会

を
経
て
計
画
案
を
確
定
し
、
国
へ

申
請
す
る
準
備
を
整
え
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
区
協
議

会
を
早
く
開
催
し
、
Ｉ
Ｃ
建
設
の

必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

国
へ
の
認
可
申
請
時
期
は
？

総
務
部
長　

本
年
度
末
に
申
請
書

を
提
出
す
る
時
期
が
あ
る
と
国
交

省
よ
り
聞
い
て
い
ま
す
。

Ｑ　

8
月
31
日
に
行
わ
れ
た
検
討

部
会
に
、
中
地
区
代
表
者
に
入
っ

て
い
た
だ
く
べ
き
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

総
務
部
長　

検
討
部
会
の
位
置
づ

け
は
、
担
当
の
専
門
レ
ベ
ル
の
技

術
的
な
事
業
確
認
で
す
の
で
、
中

地
区
代
表
者
に
は
行
政
的
な
検
討

を
行
う
地
区
協
議
会
の
ほ
う
へ

入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ　

輪
之
内
町
な
ど
と
の
協
力
体

制
の
考
え
方
、
進
め
方
は
？

総
務
部
長　

地
元
と
の
意
見
交
換

や
地
区
協
議
会
に
お
け
る
議
論
が

ま
と
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
財
政

的
な
こ
と
等
に
つ
い
て
具
体
的
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
他
の
市
町
村

と
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
は
、
そ

の
後
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
な
質
問
と
回
答
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②
町
内
に
は
７
カ
所
の
２
次
避
難

所
が
あ
り
ま
す
が
、
体
育
館
等
の

天
井
補
強
を
含
め
、
す
べ
て
耐
震

対
策
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

③
安
八
町
は
東
西
が
一
級
河
川
に

は
さ
ま
れ
て
お
り
、
災
害
発
生
時

に
は
陸
の
孤
島
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
他
の
自
治
体

と
の
広
域
な
相
互
支
援
体
制
が
必

要
で
す
。
現
時
点
で
そ
の
よ
う
な

対
策
は
と
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

①
地
域
防
災
計
画
の
詳
細

部
分
に
つ
い
て
は
国
、
県

と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
見
直
し

を
進
め
ま
す
。
国
や
県
の
策
定
の

状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
本
年
度

中
に
見
直
し
作
業
を
完
了
す
る
予

定
で
す
。
町
民
へ
の
周
知
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
配
布

し
ま
す
。

回
答

②
体
育
館
の
耐
震
基
準
は
満
た
し

て
い
ま
す
が
、
各
施
設
に
お
い
て

落
下
し
や
す
い
も
の
な
ど
の
確
認

を
進
め
ま
す
。 

③
現
在
は
、
県
お
よ
び
県
内
市
町

村
と
の
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を

関
係
機
関
と
締
結
し
て
い
ま
す
。

県
外
の
大
都
市
と
の
協
定
も
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
度
中
に
完

了
予
定
で
す

町
民
の
登
録
者

の
割
合
は
49
・

８
％
で
す

一
般
質
問

A N P A C H I

町 政 を  問 う

大平 文雄
おおひら ふ み お

質
問

Q U E S T I O N

質
問

Q U E S T I O N

回
答

A N S W E R

回
答

A N S W E R

い
つ
ま
で
に
地

域
防
災
計
画
を

見
直
す
の
か

図
書
館
は
町
民

の
た
め
に
使
わ

れ
て
い
る
か

［
総
務
部
長
］

［
町
長
］

 

安
八
町
で
は
現
在
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
地
域
防
災
計
画
は
い
つ
ま
で
に

見
直
し
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の
進

捗
状
況
と
町
民
へ
の
周
知
の
方
法

は
？

質
問

前
回
の
議
会
で
図
書
館
の

利
用
率
は
高
い
と
回
答
さ

れ
た
が
、
そ
の
利
用
率
は
町
外
の

来
館
者
を
含
め
た
値
で
あ
り
、
公

平
な
比
較
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

①
１
億
円
を
超
え
る
運
営
管
理
費

の
う
ち
、
ど
の
程
度
が
安
八
町
民

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

②
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
策
と
、

管
理
経
費
の
削
減
策
は
？

①
全
図
書
カ
ー
ド
登
録
者

に
お
け
る
町
内
の
割
合
は

49
・
8
％
で
す
。
貸
出
点
数
も
ほ

ぼ
同
等
で
す
。

②
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
し
て
、「
子

ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の

策
定
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向

け
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
活
動
、
小

学
校
へ
の
出
前
図
書
館
の
充
実
、

図
書
館
か
ら
遠
い
町
内
遠
隔
地
対

応
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

経
費
に
関
す
る
削
減
で
は
、
保

守
業
務
の
見
直
し
、
委
託
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
、
備
品
購
入
費
の
削
減
、

消
耗
品
の
節
約
や
省
エ
ネ
に
よ
る

光
熱
水
費
の
削
減
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

質
問

回
答

地区防災訓練での煙体験の様子（9月2日　名木林神社）
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［
町
長
］

［
建
設
課
長
］

一
般
質
問

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

災
害
に
強
い
水

道
事
業
の
推
進

を水
の
確
保
は
最

重
要
、
着
実
に

進
め
ま
す

こ
の
部
分
が
全
体
の
28
％
程
あ

り
、
早
急
な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
管
は
地
下
0.8
～

1.2
ｍ
に
敷
設
さ
れ
、
比
較

的
耐
震
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
配
水
管
の
経
年
劣
化
の
度

合
い
と
重
要
度
を
考
え
計
画
的
に

進
め
ま
す
。	

（
建
設
課
長
）

 

大
き
な
災
害
が
あ
っ
た

時
の
応
急
給
水
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

岐
阜
県
水
道
災
害
相
互
応

援
協
定
で
応
急
給
水
、
設

備
の
復
旧
や
資
機
材
等
の
貸
与
が

で
き
る
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
。

（
建
設
課
長
）

 

「
塩
素
く
さ
い
」「
生
ぬ

る
い
水
が
出
る
」
な
ど
の

ク
レ
ー
ム
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

回
答
な
ど
情
報
の
提
供
は
、
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
す
。

回
答

質
問

回
答

質
問

当
地
域
は
関
ケ
原
―
養
老
断
層

体
が
近
く
に
あ
り
、
大
地
震
時
に

は
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
の
流
出

土
に
よ
る
沖
積
層
か
ら
な
る
、
軟

弱
な
地
盤
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
町
の
ほ
と
ん
ど
が
海

抜
４
～
５
ｍ
と
低
く
、
９
・
12
水

害
は
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、
災
害
時
の
上

水
道
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

 

給
配
水
管
は
、
水
源
に

近
い
所
は
太
い
管
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
管
は
、
後
４
年
で
40

年
の
耐
用
年
数
に
な
り
、
耐
震
化

は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

質
問

そ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

水
道
管
網
図
を
公
開
し
、

管
口
径
、
迂
回
路
等
の
検

討
を
し
ま
す
。
ま
た
、
水
質
検
査

結
果
を
今
後
広
報
誌
へ
掲
載
し
ま

す
。	

（
建
設
課
長
）

 
昭
和
51
年
に
建
て
た
水

道
事
務
所
や
、給
配
水
機
械
、

電
気
関
係
、
検
査
機
器
の
老
朽
化

回
答

質
問

い わ た じ ょ う じ
岩田 譲治

水質計器の取り替え工事の様子（水道事務所）

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
状
況

と
対
応
は
？

今
年
４
月
に
配
水
タ
ン
ク
、

管
理
施
設
の
耐
震
診
断
を

委
託
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
来
年
か
ら
機
械
・
電
気
関
係

の
更
新
、
太
い
配
管
の
交
換
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。　	

（
町
長
）

 

再
度
９
・
12
の
よ
う
な

水
害
が
あ
っ
た
ら
、
現
在

の
水
源
地
は
２
ｍ
程
水
没
し
て
し

ま
い
ま
す
。
第
２
水
源
の
確
保
が

望
ま
れ
ま
す
。

配
水
タ
ン
ク
の
耐
震
診
断

の
結
果
を
み
て
、
今
後
10

年
間
の
中
長
期
的
な
施
策
の
中
で
、

着
実
に
実
行
で
き
る
よ
う
計
画
し

ま
す
。	

（
町
長
）

回
答

質
問

回
答
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が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

町
民
に
と
っ
て
も
大
変
心
配
な
こ

と
で
す
。
原
発
再
稼
働
に
対
す
る

町
長
の
考
え
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。ま

た
、
各
自
治
体
で
は
、
事
故

後
、
節
電
に
対
し
独
自
の
数
値
目

標
を
設
け
、
住
民
に
対
し
て
も
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
に
補
助
金
を
だ
す
な
ど

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
を
機
に
電
力
と
住
民

生
活
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

原
発
事
故
に
は
、
最
悪
の

事
態
を
想
定
し
、
町
民
の

安
全
・
安
心
を
優
先
に
対
応
策
を

施
し
ま
す
。

庁
舎
・
施
設
で
の
冷
房
温
度
の

設
定
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
、
ノ
ー
残
業

回
答

や
す
ら
ぎ
苑
で
葬
儀
を
依

頼
で
き
る
の
は
２
社
だ
け

で
す
が
、
公
営
で
あ
り
な
が
ら
、

な
ぜ
２
社
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。

利
用
者
の
都
合
に
合
わ
せ
た
選

択
が
で
き
る
よ
う
に
広
げ
た
方
が

利
用
者
の
利
益
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
、
変
え
る

予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

両
町
の
地
域
特
性
や
慣
習

に
考
慮
し
、
安
価
で
使
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
２
業
社

に
決
め
ま
し
た
が
、
近
年
、
家
族

葬
な
ど
利
用
形
態
の
変
化
も
予
測

さ
れ
ま
す
。

今
後
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
例
え
ば
「
葬
儀
業
社
登
録
制

度
」
の
導
入
な
ど
を
考
え
て
い
ま

す
。や

す
ら
ぎ
苑
の
利
便
性
を
促
進

す
る
た
め
に
、
柔
軟
な
対
応
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
葬
儀
業
社
登
録
制
度
】

「
豪
華
な
装
飾
な
ど
無
駄
な
経
費

を
か
け
な
い
」
と
い
う
町
の
使
用

規
定
を
理
解
す
る
葬
儀
業
社
を
登

録
す
る
制
度

質
問

回
答

最
悪
の
事
態
を

想
定
し
、
対
処

し
ま
す

登
録
制
度
を
検

討
し
た
い

一
般
質
問

A N P A C H I

町 政 を  問 う

安井　忠
や す い まこと

質
問

Q U E S T I O N

質
問

Q U E S T I O N

回
答

A N S W E R

回
答

A N S W E R

原
発
事
故
後
の

対
応
を
ど
う
考

え
る
か

や
す
ら
ぎ
苑
の

葬
儀
業
社
を
広

げ
よ

［
町
長
］

［
町
長
］

 

県
に
よ
る
被
害
予
測
に

よ
る
と
、
敦
賀
原
発
で
大

事
故
が
起
き
た
場
合
に
放
射
性
物

質
が
安
八
町
に
も
拡
散
す
る
恐
れ

質
問

岐阜県が発表した敦賀原発事故予測の新聞記事（9月11日中日新聞）

デ
ー
の
徹
底
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
補
助
金
や
、

街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
変
え
る

こ
と
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ま
す
。

社
会
情
勢
を
見
据
え
地
域
に
根

ざ
し
た
安
全
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
検
討
し
ま
す
。
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一
般
質
問

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

地
域
防
災
対
策

を
確
立
せ
よ

防
災
体
制
の
見

直
し
に
取
り
組

み
ま
す

復
興
・
復
旧
に
は
、
ま
だ
多
く

の
費
用
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

我
が
町
で
も
、
２
月
に
東
海
・

東
南
海
大
地
震
を
想
定
し
た
図
上

型
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
職
員

の
真
剣
な
行
動
に
感
動
し
ま
し
た
。

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
に
は
、
度
重
な
る
訓
練
と
地
域

住
民
へ
の
意
識
付
け
が
大
切
で
す
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
ど
の
よ
う
に
備
え
る
か
、
早

急
の
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

東
海
・
東
南
海
地
震
で
は
、
最

大
で
30
万
人
を
超
え
る
死
者
、
行

方
不
明
者
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
町
は
、
住
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
取
組

ん
で
行
こ
う
と
し
て
い
ま
す
か
。

そ
こ
で
、
次
の
３
点
に
つ
い
て

質
問
い
た
し
ま
す
。

①
大
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
は
破
壊
さ
れ
、
道
路
も

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
１

年
半
。
い
ま
だ
に
家
や
車

が
押
し
流
さ
れ
て
い
く
光
景
が
目

に
浮
か
び
ま
す
。
８
月
１
日
・
２

日
と
被
災
地
を
訪
ね
、
以
前
の
風

景
と
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。
住

宅
密
集
地
も
、
全
て
が
押
し
流
さ

れ
、
所
々
に
土
台
石
だ
け
が
無
残

に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

質
問

①
「
現
状
の
体
制
の
抜
本

的
な
見
直
し
」
に
つ
い
て
、

今
年
９
月
か
ら
は
携
帯
電
話
へ
の

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
導
入
す
る
な

ど
強
化
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
職

員
を
現
地
へ
配
置
し
、
地
域
の

方
々
と
の
連
携
強
化
に
今
後
も
努

力
し
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中

で
、
特
殊
車
両
の
整
備
を
含
め
、

抜
本
的
な
防
災
体
制
の
見
直
し
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
「
地
区
防
災
訓
練
」
に
つ
い
て

は
、
「
自
ら
の
安
全
は
自
ら
が
守

る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
互
い

が
助
け
合
い
・
協
調
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
防
災
訓
練

の
普
及
・
啓
発
が
重
要
で
す
。
訓

練
内
容
を
見
直
す
と
と
も
に
区
長

と
も
連
携
を
と
り
訓
練
実
施
、
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

③
指
摘
の
備
品
に
つ
い
て
は
、
資

機
材
等
の
購
入
に
対
し
「
地
区
防

災
設
備
設
置
補
助
制
度
」
を
設
け

て
お
り
、
制
度
の
活
用
を
区
長
へ

依
頼
し
て
い
き
ま
す
。

回
答

［
企
画
調
整
課
長
］

寸
断
さ
れ
、
電
話
も
使
用
で
き
な

い
状
況
に
な
り
ま
す
。
地
区
と
し

て
ど
の
よ
う
に
行
動
し
、
情
報
を

収
集
・
伝
達
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

ま
た
、
今
の
公
用
車
で
は
、
災

害
時
に
役
立
つ
か
が
、
は
な
は
だ

疑
問
で
す
。
抜
本
的
な
見
直
し
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

②
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
防
災

訓
練
が
今
以
上
に
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

現
在
も
、
地
域
別
に
訓
練
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
区
単
位

で
見
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い

の
で
は
？

各
地
区
ご
と
、
年
１
回
～
２
回

の
訓
練
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

③
各
地
区
に
は
そ
れ
ぞ
れ
避
難
所

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
等
の
非
常
用
備
品
や
応

急
処
置
の
医
療
品
等
は
十
分
で

し
ょ
う
か
。

碓 井 昭 夫
う す い あ き お

水道事務所に備蓄されている非常食や飲料水
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A N P A C H I

町 政 を  問 う

①
「
現
状
の
体
制
の
抜
本

的
な
見
直
し
」
に
つ
い
て
、

今
年
９
月
か
ら
は
携
帯
電
話
へ
の

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
導
入
す
る
な

ど
強
化
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
職

員
を
現
地
へ
配
置
し
、
地
域
の

方
々
と
の
連
携
強
化
に
今
後
も
努

力
し
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中

で
、
特
殊
車
両
の
整
備
を
含
め
、

抜
本
的
な
防
災
体
制
の
見
直
し
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
「
地
区
防
災
訓
練
」
に
つ
い
て

は
、
「
自
ら
の
安
全
は
自
ら
が
守

る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
互
い

が
助
け
合
い
・
協
調
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
防
災
訓
練

の
普
及
・
啓
発
が
重
要
で
す
。
訓

練
内
容
を
見
直
す
と
と
も
に
区
長

と
も
連
携
を
と
り
訓
練
実
施
、
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

③
指
摘
の
備
品
に
つ
い
て
は
、
資

機
材
等
の
購
入
に
対
し
「
地
区
防

災
設
備
設
置
補
助
制
度
」
を
設
け

て
お
り
、
制
度
の
活
用
を
区
長
へ

依
頼
し
て
い
き
ま
す
。

約
条
例
」
を
制
定
す
べ
き
で
す
。

入
札
制
度
は
、
談
合
の
排

除
や
行
政
コ
ス
ト
の
削
減

等
を
目
指
し
て
、
一
般
競
争
入
札
、

総
合
評
価
方
式
に
よ
る
入
札
な
ど

い
く
つ
か
の
方
法
が
検
討
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
価
格
競
争
が
激
化

し
落
札
価
格
が
下
落
し
た
こ
と
か

ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
や
働

く
人
の
賃
金
及
び
労
働
条
件
の
悪

化
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
し
て
、

総
合
評
価
方
式
を
取
り
入
れ
る

「
公
契
約
条
例
」
が
検
討
さ
れ
始

め
た
こ
と
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り

で
す
。

現
時
点
、
公
契
約
条
例
を
制
定

し
た
自
治
体
は
、
東
京
都
町
田
市

と
神
奈
川
県
川
崎
市
ほ
か
数
自
治

体
で
す
。

当
町
で
は
、
平
成
19
年
度
、
20

回
答

指
名
競
争
入
札

で
対
応
で
き
ま

す

一
般
質
問

野中裕一郎
のなか ゆういちろう

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

公
契
約
条
例
を

制
定
せ
よ［

総
務
課
長
］

町
が
行
う
事
業
の
多
く
は

民
間
へ
の
委
託
に
よ
る
も

の
で
す
。
そ
の
際
に
交
わ
さ
れ
る

契
約
は
「
公
契
約
」
と
呼
ば
れ
、

多
く
は
一
般
競
争
入
札
に
よ
っ
て

業
者
が
選
定
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
昨
今
の
景
気
の
低
迷
に

よ
り
、
値
引
き
競
争
が
激
化
し
、

業
務
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
だ

け
で
は
な
く
、
公
契
約
の
下
で
働

い
て
い
る
労
働
者
の
賃
金
も
大
幅

に
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
は
人
命

に
か
か
わ
る
場
合
も
あ
り
、
過
度

な
競
争
に
は
歯
止
め
を
か
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
産
資
材
の
使
用
の
有
無
、

町
内
在
住
の
職
員
数
、
な
ど
を
点

数
化
し
た
総
合
評
価
方
式
や
、
労

働
者
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
を
規
定

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
「
公
契

質
問

年
度
の
道
路
改
良
工
事
で
各
1
件

総
合
評
価
方
式
を
試
行
導
入
し
ま

し
た
。

現
在
、
当
町
が
実
施
し
て
い
る

指
名
競
争
入
札
で
は
、
地
元
雇
用

を
確
保
し
地
元
業
者
の
育
成
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
業
務
施

工
状
況
の
監
理
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
て
お
り
、
議
員
が
懸
念
さ
れ
る

状
況
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

公
契
約
条
例
が
目
指
し
て
い
る

労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
や
業

務
の
質
の
確
保
は
大
切
で
す
。

し
か
し
、
公
契
約
条
例
の
中
で

最
低
賃
金
を
定
め
る
こ
と
は
、
労

働
契
約
の
内
容
に
介
入
し
、
労
働

基
準
法
に
違
反
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
労
働
関
係
法
令
と
の
整

合
を
図
る
こ
と
を
含
め
、
国
に
お

い
て
適
切
に
制
度
化
が
な
さ
れ
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

今
後
、
国
の
動
向
や
先
行
事
例

に
つ
い
て
の
研
究
を
継
続
し
、
適

正
な
価
格
で
、
よ
り
良
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

公契約条例によって、労働者の処遇が改善し、町民の安全も確保されます
（出典：日本労働組合連合会パンフレット）
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ぱ
ち

 議
会

だ
よ

り
　

発
行

責
任

者
：

議
長

　
渡

辺
明

博
　

編
集

：
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
　

〒
503-0198 岐

阜
県

安
八

郡
安

八
町

氷
取

161

「
あ

ん
ぱ

ち
 議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

本
誌

に
個

人
の

顔
写

真
・

氏
名

な
ど

を
掲

載
す

る
場

合
に

は
あ

ら
か

じ
め

本
人

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
了

解
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

議会に関するご意見ご要望が
ございましたら、議会事務局
までご一報ください。

TEL 0584-64-4931

0584-64-5011FAX

E-mailでも受け付けています。

gikai@town.anpachi.gifu.jp

住
民
参
加
企
画

町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
た
め

に
役
場
を
訪
れ
た
松
下
さ
ん

は
足
に
ケ
ガ
を
負
い
、
松
葉

杖
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

―
― 

怪
我
を
押
し
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
来
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
丈
夫
で
す
か
。

松
下
さ
ん　

今
週
の
試
合
中

に
ひ
ざ
の
靭
帯
を
傷
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ケ
ガ
は
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
、
大
き
い
の
や

小
さ
い
の
ま
で
、
た
び
た
び

し
て
き
ま
し
た
。

―
― 

サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
？　

ま
た
、
い

つ
頃
か
ら
始
め
ま
し
た
か
。

松
下
さ
ん　

兄
が
サ
ッ
カ
ー

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
っ

て
い
た
の
で
、
小
２
か
ら
始

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
現
在

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
移
り
ま

し
た
。

―
― 

国
体
に
出

場
し
た
感
想
は
？

　

自
分
の
思
う
プ

レ
ー
は
で
き
ま
し

た
か
。

松
下
さ
ん　

緊
張

は
、
あ
ま
り
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
一

回
戦
で
、
ヘ
デ
ィ

ン
グ
シ
ュ
ー
ト
で

得
点
が
で
き
、
勝

て
て
よ
か
っ
た
で

す
。
他
県
の
出
場

選
手
皆
さ
ん
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
に
感
激
し
ま
し

た
。

―
― 

サ
ッ
カ
ー
と
学
校
生

活
・
受
験
と
大
変
に
忙
し
い

で
す
ね
。

松
下
さ
ん　

週
四
日
の
練
習

で
す
が
、
つ
ら
い
と
か
、
い

や
に
な
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。
国
体
と
合
宿
を
合
わ
せ

て
数
日
間
、
学
校
を
休
み
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
頑

張
っ
て
勉
強
も
し
て
い
ま
す
。

―
― 

将
来
の
目
標
は
？

松
下
さ
ん　

プ
ロ
の
選
手
に

な
り
た
い
で
す
。
進
学
先
も

含
め
て
サ
ッ
カ
ー
と
深
く
か

か
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―
― 

我
々
も
応
援
・
期
待

し
て
い
ま
す
。
今
日
は
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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表紙の題字「あんぱち」は

名森小３年 岡
お か だ

田 好
こ の か

加 さん
の作品です

各地の議会から、議会だよりを編
集する議員の皆さんが安八町を訪
れ、視察されました。来町された
議会は以下のとおりです。
 静岡県牧之原市 （10月2日）
 石川県川北町 （10月3日）
 徳島県吉野川市 （10月16日）

10月19日、岐阜県ふれあい会館に
おいて、野中裕一郎議員と山中美
惠子議員が自治功労者表彰を受け
ました。これは在職１２年以上の
議員に授与されます。

岐阜清流国体出場

松
ま つ し た

下英
え い す け

右さん
中学３年生ながら、高校生に交じって岐
阜清流国体サッカー（少年男子の部）に
出場し、見事にシュートを決めた松下さ
んに話をうかがいました。

聞き手／安井　　忠 
古澤　榮一 
野中裕一郎 

［領家地区］

岐阜清流国体少年男子サッカーでピッチに立つ松下さん
（９月30日飛騨市、古川ふれあい広場にて）

議会だより視察を受け入れ

２人の議員に自治功労者表彰

石川県川北町議会広報編集委員会
の視察研修の様子
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